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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人日本設計工学会（JSDE）及び

一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 B 0626：2024 
 (ISO 18391：2016) 

製品の幾何特性仕様（GPS）－母集団の仕様 

Geometrical product specifications (GPS)-Population specification 

 
序文 

この規格は，2016 年に第 1 版として発行された ISO 18391 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格は，製品の幾何特性仕様（GPS）規格であり，GPS 共通規格として取り扱う（JIS B 0661 参照）。

特に明記しない限り，JIS B 0024 で規定する ISO GPS システムの基本的な規則をこの規格に適用し，JIS B 

0641-1 で規定する既定の合否判定基準をこの規格に従って作成された仕様に適用する。附属書 A にこの規

格と GPS マトリックスモデルとの関係を示す。 

幾何特性の許容範囲を決めるために，一般的に設計者は，組立品にしたときのワーストケースを考慮し

て，各加工物の条件（片側だけの許容限界又は両側の許容限界）を定義するだけである。 

しかしながら，公差表示方式が加工物の母集団の特性を前提にしている場合，この前提を検証するため

の要件を加えることが望ましい。 

注記 この規格の目的は，公差を決定するための算出方法を定義することではなく，検証すべき前提を

示す手段を提供することである。 

1 適用範囲 

この規格は，母集団の中の各加工物について得た特性値から得られる母集団の特性の条件を定めるため

に用いる母集団の仕様を確立し，指示するための規則について規定する。 

（個別ではなく，集合とみなされる加工物に適用される）母集団の仕様は，（個別の加工物に適用される）

個別の仕様の補足要件とみなすことが可能である。母集団の仕様は，加工物の母集団において用いられる

統計的な前提を表している。 

注記 1 母集団の仕様は，個別の GPS 仕様を補足するものである。 

注記 2 この規格は，公差の設定方法，又は公差値の算出方法を義務付けることを意図していない。こ

の規格の意図は，母集団の仕様を表す手段を規定することである。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 18391:2016，Geometrical product specifications (GPS)－Population specification（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

  


